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「
学
校
防
災
教
育
実
践
モ
デ

ル
地
域
研
究
推
進
事
業
」
に

取
り
組
む
天
神
小
学
校（
山

岡
晋す

す
む

校
長
・
児
童
１
８
１
人
）

は
12
月
２
日
、
平
岡
・
柿
原
・

重
松
・
東
沖
自
治
会
と
避
難

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
震
を
想
定
し
た
１
次
避

難
と
地
震
で
池
が
決
壊
し

た
想
定
の
２
次
避
難
が
行
わ

れ
、
教
室
外
に
い
た
場
合
の

避
難
方
法
や
災
害
時
の
役
割

分
担
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

平
岡
自
治
会
長
の
田
中
光

あ
き
ら

さ
ん
は
講
評
で「
私
語
で
指

示
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
移

動
は
も
っ
と
速
く
歩
か
な
け

れ
ば
」
と
指
摘
。
災
害
時
に

的
確
な
行
動
を
と
れ
る
よ
う
、

一
層
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

自
治
会
と
連
携
し
た
負
傷
者
の
応
急
手

当
と
搬
送
の
訓
練

天
神
小
学
校
で
避
難
訓
練

地
域
の
人
た
ち
と
避
難
行
動
を
確
認

　

五
十
崎
ブ
ロ
ッ
ク
駐
在
所

連
絡
協
議
会（
伊
達
祥し

ょ
う
い
ち一

会

長
）
は
12
月
18
日
、
五
十
崎

中
学
校
の
全
校
生
徒
に
反
射

タ
ス
キ
と
自
転
車
用
の
反
射

材
を
贈
り
、
同
中
学
校
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
達
会
長
は「
帰
宅
が
遅

く
な
る
と
夜
道
を
通
る
た
め
、

交
通
事
故
に
遭
う
危
険
が

高
ま
る
。
反
射
材
を
使
っ
て

交
通
安
全
に
心
掛
け
て
ほ
し

い
」と
願
い
を
込
め
ま
す
。

　

式
で
は
大
洲
警
察
署
岡
村

陽よ
う
す
け介

交
通
課
長
の
講
話
も
あ

り
、「
交
通
事
故
は
多
く
の

人
が
不
幸
に
な
る
。
反
射
材

ピ
カ
ピ
カ
作
戦
で
加
害
者
に

も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
で
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ピ
カ
ピ
カ
作
戦
で
交
通
事
故
防
止

五
十
崎
中
に
反
射
タ
ス
キ
を
寄
贈

代
表
で
川
本
浩ひ
ろ
き貴

さ
ん
と
中
本
菜な

な

こ
々
子

さ
ん
が
反
射
タ
ス
キ
を
受
け
取
る

危
な
い
こ
と
に
は
近
づ
か
な
い

町
内
の
幼
稚
園
児
に
安
全
教
室

　

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
ト
ラ

ブ
ル
に
気
付
き
、
対
応
で
き

る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
た「
子
ど
も
安
全

教
室
」
が
12
月
16
日
、
内
子

幼
稚
園
で
行
わ
れ
、
町
内
の

全
幼
稚
園
の
園
児
１
４
２
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
洲
警
察
署
員
、
各
幼
稚

園
の
先
生
、
内
子
町
消
費
生

活
窓
口
の
職
員
が
安
全
に
対

す
る
寸
劇
を
披
露
。
園
児
た

ち
は「
火
遊
び
を
し
な
い
」「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ゲ
ー
ム
で
ア

イ
テ
ム
を
買
わ
な
い
」
な
ど
、

危
険
に
近
づ
か
な
い
こ
と
を

約
束
し
ま
し
た
。
白
バ
イ
と

パ
ト
カ
ー
の
試
乗
も
あ
り
、

園
児
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら

安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

内
子
幼
稚
園
の
高
松
美み

え

こ
栄
子

園
長
は「
効
果
的
な
方
法
で

身
近
な
危
険
を
再
確
認
で
き

た
。
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る

力
を
養
う
大
切
な
取
り
組
み

な
の
で
、
各
幼
稚
園
と
協
力

し
な
が
ら
続
け
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

1_うれしそうに白バイに乗る園児　2_工夫
を凝らした寸劇で子どもたちを引き込む
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「
気
軽
に
文
化
講
座
in
内
子
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　
「
気
軽
に
文
化
講
座
in
内

子
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
内
子
町

と
ド
イ
ツ
の
自
然
と
文
化

～
」（
内
子
町
教
育
委
員
会

他
主
催
）
は
12
月
13
日
、
内

子
自
治
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
愛
媛
大
学

法
文
学
部
人
文
学
科
観
光
ま

ち
づ
く
り
コ
ー
ス
の
学
生
た

ち
が「
内
子
町
の
文
化
資
源

の
継
承
と
活
用
」
と
題
し
て

発
表
。
八
日
市
・
護
国
町
並

保
存
地
区
で
行
っ
た
民
具
展

示
と
臼
杵
地
区
で
行
っ
た
生

活
文
化
の
調
査
を
事
例
に
、

文
化
資
源
を
地
域
社
会
で
共

有
・
再
評
価
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
考
え
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は「
ド
イ
ツ
文

化
と
森
」
と
題
し
、
愛
媛
大

学
教
授
の
宇
和
川
耕こ

う
い
ち一

さ

ん
、
山
本
與よ

し
た
か

志
隆
さ
ん
、
同

准
教
授
・
寺
下
太た

ろ
う郎

さ
ん
が

講
演
。「
森
の
国
」と
呼
ば
れ

る
ド
イ
ツ
の
文
化
を
例
に
、

森
と
文
化
の
関
わ
り
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

1_学生の発表に耳を傾ける受講者　2_山本
與志隆教授　3_宇和川耕一教授
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「
暮
ら
し
の
中
で
取
り
組
む
エ
コ
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
す
る
杦
本
さ
ん

身
近
な
エ
コ
を
実
践
し
よ
う

「
第
11
回
う
ち
こ
発
環
境
会
議
」

　

環
境
に
優
し
い
理
想
の
ま

ち
を
目
指
し
て「
第
11
回
う

ち
こ
発
環
境
会
議
」（
同
実

行
委
員
会
主
催
）が
12
月
6

日
、
内
子
町
民
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
講
師
と
し
て
登

壇
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
市

民
代
表
理
事
・
杦す

ぎ
も
と本

育い
く
お生

さ

ん
は
、
旬
な
も
の
を
食
べ
る

こ
と
な
ど
、
す
ぐ
に
実
践
で

き
る
簡
単
な
エ
コ
活
動
の
例

を
挙
げ「
省
エ
ネ
は
我
慢
で

は
な
く
、
工
夫
が
大
切
」
と

説
き
ま
し
た
。　
　

　

続
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

な
ど
、
内
子
町
が
取
り
組
む

べ
き
環
境
活
動
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

「
内
子
町
自
治
会
活
動
研
究
大
会
」

　
「
平
成
26
年
度
内
子
町
自

治
会
活
動
研
究
大
会
」（
内

子
町
教
育
委
員
会
他
主
催
）

が
12
月
20
日
、
内
子
町
共
生

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
自
治
会
関
係
者
な

ど
が
、
地
域
づ
く
り
の
原
点

や
地
域
の
未
来
に
希
望
が
持

て
る
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
、
２
年
に
１
回
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
城
廻
・
御
祓
・
本

川
自
治
会
が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
や
廃
校
舎
の
活
用

な
ど
の
活
動
を
報
告
。
ま
た

明
治
大
学
教
授
・
小お

だ
ぎ
り

田
切

徳と
く
み美

さ
ん
が「
地
域
の
未
来
」

と
題
し
、
若
者
に
選
択
さ
れ

る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
の
重

要
性
を
講
演
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、
花
の

販
売
を
し
て
い
る
城
廻
自
治
会
の
発
表

２


